
目的・内容・方法

どのように展開すれば？



① モデリング

他者を観察し模倣するだけで行動を学習する（外的強化がなくても）

【３つの効果】

１ 観察学習による行動獲得

・モデルの行動を見て新しい行動を学習する

２ 制止・脱制止

・すでに学習していた行動を行わなくなる

・しないようにしていた行動を行うようになる

３ 反応促進

・学習していた行動がより頻繁に行われるようになる

療育活動の成果を高める原理

① モデリング ② 強化 ③ 行動形成 ④ 反復学習 ⑤ 般化

社会的学習理論より



② 強化

その行動をまた実行する可能性を高めるため、

行動に対して、好ましい結果を与えること（強化子・好子）

① モデリング ② 強化 ③ 行動形成 ④ 反復学習 ⑤ 般化

療育活動の成果を高める原理



③ 行動形成 シェーピング

・望まれる目標に向けて連続的にステップを踏んで強化

を行うこと

・目標行動により似ている行動を次々と強化していく手続き

A：ひとつのスキル(能力)は、どのようなスキル(能力)から成り立っているの

か？

B：ひとつのスキル(能力)は、どのようなスキル(能力)が身についてできるよう

になるのか？

① モデリング ② 強化 ③ 行動形成 ④ 反復学習 ⑤ 般化

療育活動の成果を高める原理



④ 過剰学習（反復学習）

あるスキル(能力)を自動的にできるまで繰り返して練習すること
（繰り返し練習する・意識してやることを繰りかえそう）

・
ロールプレイの繰り返し（体験する）
（実際の場面や状況を想定して、
役割を演じることで実践的なスキルを
学ぶ手法）

手順 ・個人ごとの役割を決める
・目的や場面を設定する
・フィードバックをする

① モデリング ② 強化 ③ 行動形成 ④ 反復学習 ⑤ 般化

療育活動の成果を高める原理



⑤ 般化
ある場面で獲得されたスキル(能力)をそれ以外の場面でも使えるようになること

（実際の場面でできる・応用する）

習慣化の特徴
・その行動をするのが当たり前に感じる。
その行動をしない方が気持ち悪いと、違和感を覚えることもある。

・意志の力が必要ない。無意識のうちに行っていることもある。
・がんばらずにずっと継続できる。
むしろやめようと思っても、やめられない。

① モデリング ② 強化 ③ 行動形成 ④ 反復学習 ⑤ 般化

療育活動の成果を高める原理



🌎まいとプロジェクトHPより

まいとプロジェクトHPより

生活習慣化療育活動の成果を高める原理 ⑤ 般化

http://www.might-project.com/child-care/dictionary/ka/013.html


金沢市立中央小学校芳斎分校HPより

生活習慣化療育活動の成果を高める原理 ⑤ 般化



1. 続けること自体を目標にする（最重要）

2. 具体的かつ客観的な目標にする

3. 今すぐにはじめる

4. 極限までハードルを下げて簡単な目標にする

5. イレギュラーに対応するルールを作る

6. やるタイミングを具体的に決める

7. 別の習慣にくっつける

8. 毎日やる

9. 個人目標を持って楽しむ

10. 周囲に宣言する

生活習慣化療育活動の成果を高める原理 ⑤ 般化



11. だれかと一緒にやる

12. 習慣化できたら目標を再設定する

13.自分につらい思いをさせない

14.失敗するのが難しいほど小さく始める

15.意志の力ではなく脳内物質の力を使う

16.貼り出しでワーキングメモリをサポートする

17.数字を記録する

18.快感を見つけ大げさに感じる

19.他人の力を借りる

生活習慣化療育活動の成果を高める原理 ⑤ 般化



・ステップ1：
習慣化したい行動を5W1Hで決める

・ステップ2：
習慣化実現の見通し/デメリットチャートを作る

・ステップ3：
継続するための工夫を3つ決める

生活習慣化療育活動の成果を高める原理 ⑤ 般化

見通し デメリット



療育活動の成果を高める原理 食いつき



遊戯動機…楽しさや面白さを求める。緊張をやわらげ、冗談やゲームを好む。

理解動機…理論的な考えを求めたり、物事の仕組みを理解しようとする。

変化動機…新しいことを好み、流行に敏感で変革を求める。

秩序動機…安定、秩序、伝統、などを大切にする。整理、整頓、正確さを目指す。

達成動機…努力して高い目標をやり遂げる。才能を生かし自尊心を高める。

親和動機…好きな人の近くにいたい、助け合いたいと思う動機。友情を重視する。

屈辱動機…自分を責め、非難や罰を受け入れたいと思う。敗北を認める。

攻撃動機…言葉や力を使って相手を屈服させたい、反対を克服したいと思う。

自律動機…束縛、強制、横暴な権威、因習を嫌い、自由と独立を求める。

支配動機…人の上に立ちたい、説得や命令によって人に影響を与えたいと思う。

服従動機…優れた人の命令に従い、その人の言う通りにしたいと望む。

顕示動機…目立ちたい、人を驚かせたり、楽しませたりして印象づけたいと思う。

援助動機…弱い者、困っている者などを助け、慰め、励ましたいと思う。

依存動機…甘えたい、助けてもらいたい、愛されたい、同情されたいと思う。

異性愛動機…異性を求め、恋愛関係や性的関係に関心を向ける。

屈辱回避動機…失敗して軽蔑されることを避けたいと思う。自己防衛的な思い。

社会的動機付け

療育活動の成果を高める原理 食いつき



「面白い」とは？

脳のどこ？を

反応させようと

するのか？

「PRESIDENT」2019.12.13より

療育活動の成果を高める原理

支援員「いまから
〇〇やるよ～」

↓
子ども「え～、やる
の～・・・」

子ども「ねえ、〇〇
させてよ～」

↓
支援員「え～、どう
しようかなあ～」

(^-^;

食いつき

https://news.livedoor.com/article/detail/17628871/


ポイント ①

療育活動内容を企画する



【 活動計画を立てる】

・ 活動当日を迎えるまでの準備（制作や下調べなど）
・ できるようになっておいてほしいことのトレーニング
・ 場所の確保や準備物の借用、購入予算などの事前準備

・ 当日の活動の主な流れ
・ 役割分担
・ 準備するもの

・ 活動後の振り返りをする場の設定
・ 活動の成果を発表する場の設定
・ 次の活動につながる、発展する方向性をさぐる

事
前

事
中

事
後

活動と指導をコラボする絶好の機会！

【療育活動内容を企画する】



【療育活動内容を企画する】



【療育活動内容を企画する】



ポイント ②

療育活動内容を系統化する(並べる)



療育活動を系統化する際の軸

【活動を並べる視点】

活動の形態

○ 集団活動

○ 個別活動

・身辺自立スキル

・ソーシャルスキル

系統の期間

○ 年齢（発達）

○ 学校種別

○ 年・月・週

活動のねらい

○ 発達的特質

○ 個人的特質

その他

○ 将来の進路





療育活動の系統化

【目指すこと】 思考： 自己否定 → 自己肯定
感情： 不安定 → 安定
行動：（うまく）できない → （よく）できる

①【系 統 型】 量 ：少 → 多い
難易 ：易 → 難
集団 ：個 → 集団
つくり：単純 → 複雑
視点 ：ソロ → マルチ
自立 ：手伝ってもらって → ひとりで

②【問題解決型】 イベント・活動そのものと付随する療育活動



体験活動の「それダメ 」「それマル〇」

「それダメ 」 活動のみのやりっぱなし！

「それマル〇」

【箱入り娘お嬢型】

失敗体験をしないよう、

体験が成功するよう

事前のお膳立てを徹底する

【野生児リベンジ型】

まずはどっぷり体験したあと、

リベンジの機会を設定し、

最後には体験が成功するよう

しっかり導いていく

療育活動の系統化 【② 問題解決型】



療育活動の系統化 【② 問題解決型】



【春】『自己紹介をしよう』 「自分を知ろう」
【夏】『夏祭りをしよう』 「友だちを知ろう」
【秋】『秋を食べよう』 「友だちと協力しよう」
【冬】『ボランティア訪問しよう』 「成長を振り返ろう」

今月のテーマ：「ともだちのいいところ探し」
・みつけたらカードに書いて壁に掲示しよう

今週の目標：「おもちゃの片付けがんばり週間」
・おもちゃ片付け名人の帰りの会発表

年
間

月

週

年間の構想・月ごとの構想・週ごとの構想

療育活動の系統化



時期 ねらい

４月

～

３月

ストーリーをつくる療育活動の系統化



ストーリーをつくる療育活動の系統化
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